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ここ数年の日本語教育の状況は著しく変化している。それは、世界中における学習
者の多様性に覆われ、日本語教育の現場が学習者のニーズに答えるためなど、様々な
転換を迫られていることを示していると言える。今日は実際のコミュニケーションの
場で利用できる日本語習得への応用の必要性が主張されるようになってきていると同
時に、IT やインターネットは今や生活の多くの部分に入り込み、人々のコミュニケー
ションにも大きな変化をもたらしている。実際、日本語教育において、様々な形態で
インターネットを用いた取り組みが試行され、多くの実践報告がされている。このよ
うな状況の中、日本語教育は具体的に何を目指すのか、どこに向かっているのかにつ
いて議論が拡大しつつある。その一方、日本語教育が欧米の外国語教育の影響を強く
受けながら発展してきたのも事実である。構造的な要素は取り入れながらも、それに
対応する中身を果たしてどこまで模倣し、発展させているかはあいまいであると指摘
されている。本論では、それに関連し、その一つの例として日本教育における「文学
教材」を取り上げ、そのあり方について述べる。その背景にあるのは、外国語として
の英語教育  (English as a Foreign Language、以後 EFL と略) の世界では文学教材
が積極的に活用され、その是非についても多く研究がなされており、文学的テキスト
を外国語の学習にどのようにいかせるかについて様々な提案がされているのに対し、
外国語としての日本語教育  (Japanese as a Foreign Language、以後 JFL)では、外国
人留学生を対象とした日本語の授業における読む活動の多くが論説文を対象としたも
のであり、日本語の読解ストラテジーや教授法に関する研究は進んでいるものの、文
学教材の使用の是非についてはほとんど議論されていない疑問である。  
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本研究は、上述した日本語教育が何をめざすのかという議論の延長線で、外国語教
育における教材としての文学という立場から、批判的に JFL における文学教材の位置
付けを検証し、日本語教育に貢献できると思われるオルタナティブ教育の一つとして、
文学教材の可能性を考察するものである。JFL における文学教材のあり方の検証を通
して、現代の日本語教育を批判的に鑑みることによって、日本語教育が何をめざすの
か、めざすものに向けて、課題を明らかにし、考える材料の一つになるのではないか
と考える。要するに、本研究の目的を、日本語教育における文学教材の実体を取り上
げ、教材としての文学の可能性を考察するとする。日本語教育における文学教材のあ
り方を検証するだけでなく、文学教材が軽視される背景にある要因とは何かを考察す
ることも本研究の目的の一つである。  
日本語教育における文学教材の実体を明らかにし、文学教材が重視されない理由を
検証するにあたって、１）学習スタンダードにおける「文学教材」はどのように取り
上げられているのかを検証する、２）日本語教材における文学的テキストの出現割合
と扱われ方の傾向を検証し、分析を通して、日本語教材における文学的テキストの使
用方法や使用の傾向を明らかにする、３）日本語の習得を目的とした授業における日
本文学教材の使用の現状と、学習リソースの一つとしての日本文学の扱いに対する日
本語教師の認識を考察する、といった研究課題を３点設定する。  
以上、本稿は、上述した 3 つの調査をそれぞれ軸とする 3 部から構成されているわ
けである。3 つの調査に共通する目的として、日本語教育における文学教材のあり方
と文学教材が重視されない理由の検証という点が挙げられる。さらに、分析して明ら
かになったことを鑑みた上での今後の日本語教育・日本語学習への示唆を目的とする
章の全 5 章からなる。本研究の特徴は、単に現状調査を行ない、日本語教育における
文学教材のあり方を検証した調査結果を報告するのではなく、EFL 教育を概観しなが
ら、「文学教材」というテーマを中心的に現在の日本語教育を批判的な立場から検討し、
課題を抽出するという点である。本論の構成は以下のとおりである。  
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第１章では、本研究の背景にある文学教材に関する EFL と JFL の先行研究を取り
上げ、問題の所在を提示し、本研究の目的と研究方法について述べる。具体的に、外
国語教育における文学教育の変遷、EFL における文学教材の先行研究、JFL における
文学教材の先行研究、問題の所在、研究目的と研究方法、本論文の構成について述べ
る。  
	 第２章では、文学教材の JFL 教育における位置付けを把握するための一つ目の調査
として、３つの学習スタンダードにおける教材としての文学の位置付けに焦点をあて、
それぞれの基準における教材としての文学はどのように取り上げられているのかを考
察する。学習スタンダードの分析は、学習スタンダードが言語教育の新しい方向性を
打ち出すとともに、これまでの教室活動における暗黙の価値観を反映したものであり、
文学教材に対する扱いを、世界の３つの地域におけるスタンダードを比較し、日本語
教育における文学教材の扱いが EFL と異なる理由を探るために用いた。JFL におけ
る文学教材の可能性を考える上で重要な糸口の一つとなるのではないかと考える。調
査対象のスタンダードは、１）国際交流基金(Japan Foundation)が開発した JF スタ
ンダード、２）ヨーロッパの欧州言語共通参照枠 CEFR、３）アメリカの全米外国語
教師協会(ACTFL)におけるナショナル・スタンダーズ(National Standards、以下 NS)
である。この３つのスタンダードを取り上げる理由は、各スタンダードの開発背景や
理念、外国語教育の位置付けが細かいところで異なっているものの、どのスタンダー
ドも学習者の言語熟達度を表す客観的基準であり、外国語教育の促進を目指す目的で
開発された教育枠組みであることで知られているからである。本章では、まずそれぞ
れのスタンダードの概要を紹介し、各スタンダードにおける重要項目である「学習目
標」「学習基準」「学習到達指標」を取り上げてから、本調査の分析方法を述べ、各ス
タンダードにおける文学教材の位置付けを分析する。  
第３章では、文学教材の JFL 教育における位置付けを把握するための２つ目の調査
として、研究課題２「日本語教材における文学的テキストの出現割合と扱われ方の傾
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向を検証する」の達成に向け、文学的テキストを用いる日本語教材の分析を行う。具
体的に、１）現在の日本語学習を目的とした教科書の中に文学的テキストが取り上げ
られているかどうか、２）教科書全体の学習目的とレベルは何か、３）使用されてい
る文学的テキストのジャンル、時代、学習目的は何かを調べ、日本語教育における文
学教材のあり方について検討する。教材の分析を行うのは、教室により近い視点から
文学教材の扱い方を検証するためである。現在応用されている日本語教材を分析する
ことによって、日本語教科書における文学教材の意義や学習目的はどのように捉えら
れているのかが把握できると共に、文学的テキストの使用方法や使用傾向を明らかに
することができるため、JFL における文学教材の現状調査を行う上で有益な方法の一
つであると考える。  
第４章では、研究課題３である「日本語の習得を目的とした授業における日本文学
教材の使用の現状、と学習リソースの一つとしての日本文学の扱いに対する日本語教
師の認識を考察」し、日本語教師を対象としたアンケート調査を実施する。日本語教
師の文学教材に対する認識の調査は教室により近い視点から JFL における文学教材
のあり方を検証するために用いた。現在教壇に立っている日本語教師の文学テキスト
の使用に対する認識を調査することによって、文学教材の意義や学習目的はどのよう
に捉えられているのかを考察することができ、JFL における文学教材の現状を明らか
にする上で重要な方法の一つであるのではないかと考える。このように、第４章では、
文学教材の JFL 教育における位置付けを把握するための３つ目の調査として、日本語
の授業における日本文学の扱いに対する日本語教師の認識を考察し、日本文学を取り
上げる日本語教師がいるかどうか、文学的テキストあるいは日本文学を取り上げる場
合、どのような規準に沿って文学的テキストが用いられているのか、どのような目的
で使われているのかなどについて調べる。具体的に、以下の２つの研究設問をもって
調査する。研究設問１）日本語教育の現場では、文学作品はどれほど、そしてどのよ
うに使われているのか。研究設問２）文学作品を教材とする際のメリットとデメリッ
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トを日本語教師はどう考えているのか。  
	 第５章では、調査の分析結果から得られた見解を検討する。上で記したように、本
研究の目的は現状調査や分析を通して得られた日本語教育における学習リソースとし
ての文学教材のあり方をまとめ、EFL における文学教材の立場を背景に JFL におけ
る文学教材の可能性、その意義とは何か、JFL の学習に反映できないものなのかを考
察することである。最終章である５章は、日本語教育における文学教材の実態と可能
性という観点から、これまでの３つの調査（学習スタンダードの分析（第２章）、学習
教材の分析（第３章）、日本語教師の認識調査（第４章））を振り返り、課題を抽出し、
JFL における文学教材の展望を検証する。  
 
 
